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５ 家屋と部屋のつくり 

←■ガラス戸 

季節や天候に合わせて、風よけや彩光をしたりする

ために種類の異なった扉を重ねたもの。明治時代頃

はまだ電気が普及しておらず、このような採光に適

したガラス戸や障子が使われていた。  

■かまどの煙突 →  

土間のかまどから発生する煙を外に出すために

設置された煙突（詳しい構造は 6 ページ参照）。

風呂が勝手口脇にあり煙突下部についている水

道から水を汲んで使っている。 

■床の間 

来客をもてなす奥座敷にあり、床の間を背にする

のは最も身分の高い者である。「とこしえ(永久）」

という意味もあり、その家の繁栄を象徴する。元々

は掛け軸の前に置かれた押板と呼ばれる机のこと

で、主に絵画を鑑賞するためのものだった。 

主に客間として使用する表座に対し、奥のほうに

ある座敷を奥座敷という。客を招き、話し合いの

場などで用いられる。付書院・床の間・違い棚の

3 つを設備した書院造となっている。明るく開放

感があり、内庭を眺められるようになっている。 

 
 
 

 

 
 
 

● 土間内のつくり ● 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

● 奥座敷のつくり ●   
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